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大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会

会長　橋爪　紳也
大阪府水辺の賑わい創出事業について
　平成26年度第1回大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会の議題についての意見は、別紙のとおりです。
事業に関する意見
	
	「大正River Baseプロジェクト」

都市・地域再生利用区域の指定について（事業主体：大正区）

	区域指定に対する意見
	区域指定は妥当
・当区域における水辺の賑わいづくりにあたっては、大正区など周辺の商店・地域も活性化するよう、一体となって取り組まれたい。

・事業者募集にあたっては、デザインコンセプトを設定するなど検討されたい。

・当区域は海と水の回廊をつなぐ重要な拠点であることから、船舶の活用ができる仕組みを検討されたい。
・河川管理者等関係者と十分協議の上、水面の利活用を検討されたい。



	
	「中之島にぎわいの森づくり」事業（株式会社　ケー・エキスプレス）

	事業報告に対する意見
	事業継続は妥当

・開業から順調に集客が伸びており、水辺の賑わいづくりに貢献していることから、評価できる。
・オフシーズン対策については、水都大阪オーソリティ、パートナーズ、及び旅行代理店等とも連携し検討されたい。

・水辺と街をつなげることが重要であるため、地域との連携を深め、地域全体の活性化に取り組まれたい。



	
	「中之島バンクス」事業（占用主体：都市整備推進センター　事業者：長古堂）

	事業報告に対する意見
	事業継続は妥当

・店舗のデザインコンセプトを統一し、様々な取組みを進めているなど水辺の賑わいづくりに貢献していることから、評価できる。

・船着場の利活用について、周辺環境に合わせた利活用に取り組まれたい。

・今後とも地域との連携を深め、中之島の玄関口として更なる水辺の賑わいづくりに取り組まれたい。

・既存の駅や水上アクセスに加え、今後自動車アクセスについても検討されたい。


	
	「大阪川床『北浜テラス』」事業（北浜水辺協議会）

	事業報告に対する意見
	事業継続は妥当

・全国の先進事例としての地域主体の取組みを他府県や団体などへ情報発信するなど、全国的な水辺の賑わいづくりに貢献していることから、評価できる。

・更なる発展のため、エリアマネジメントの主体として、今後とも水辺の賑わいづくりに取り組まれたい。

・今後、水上交通を活用した取組みについて検討されたい。



	
	「中之島公園サービス施設・レストラン」事業（大阪市）

	事業報告に対する意見
	事業継続は妥当

■GARB　weeks

・バックヤードに緑を配置するなど店舗演出の工夫を行い、多くの集客が確保されており、水辺の賑わいづくりに貢献していることから、評価できる。

・今後とも地域との連携を深め、更なる水辺の賑わいづくりに取り組まれたい。

■R RiversideGrill&BEERGARDEN

・多彩なメニュー提案等を行い、多くの集客が確保されており、水辺の賑わいづくりに貢献していることから、評価できる。

・店舗休業期間中における新たな取組みについて、検討されたい。

・今後とも地域との連携を深め、更なる水辺の賑わいづくりに取り組まれたい。



